
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道経済産業局地域 

 



北海道 
機関名 北海道立総合研究機構 産業技術研究本部 工業試験場 
部署名 製品技術部 デザイン・人間情報グループ 
電話連絡先 011-747-2377 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

研究開発事業（デザイン関連） － － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

道内の中小企業などが、新製品開発やデザイン活用をより効果的・効率的に進められるよう、国内外の最新の
知見を取り入れながら実践的な方法論や支援ツールを開発しています。 
＜これまでの主な研究＞ 
１．商品力強化のための食品パッケージデザイン分析ツールの開発（経常研究・

H25～26・場報告 No.314） 
食品パッケージデザイン開発における、コンセプト開発やデザイン案評価を

支援するソフトウェアを開発しました。自己組織化ニューラルネットワーク技術
を応用しています。 

２．新型デ ザイ ン マネ ジメン トゲ ームの開発（奨励研究 ・H25・場 報告
No.313） 

新製品開発を成功に導いていける“ものづくりリーダー”人材の育成を目的
に、製品デザイン開発から販売までを模擬的に体験できるゲームを開発しま
した。 

３．道内食産業のためのブランドづくりに関する研究（経常研究・H21～23・場
報告 No.312） 

食関連事業者によるブランドづくりのケーススタディを通じて、ブランドづくり
の考え方や具体的な手法を小冊子「食のブランドづくり読本」としてまとめまし
た。 

４．デザイナーと依頼企業の合意形成を支援する手法の開発（経常研究・H21
～22・場報告 No.311） 

デザイナーやデザイン依頼者などへのヒアリング調査を通じて、商品開発や
デザイン活用のビギナーを対象に、デザイン活用に関する基本的な知識など
を提供する web サイト「モノのデザインを成功に導くガイド」をまとめました。 

＜事業に関する情報が掲載されているＵＲＬ＞ 
https://www.hro.or.jp/list/industrial/research/iri/jyoho/reports/index.html 

（工業試験場報告） 
 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続して実施予定 

 

http://hrodesign.net/


北海道 
機関名 北海道立総合研究機構 産業技術研究本部 工業試験場 
部署名 製品技術部 デザイン・人間情報グループ 
電話連絡先 011-747-2377 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

技術支援事業（その１ デザイン活用支援） － － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

道内の中小企業等を対象に、デザインの戦略的な活用による新製品開発やブランドづくりなどを、次のメニューに
より支援しています。 
１．技術相談 

 電話・面談などにより一回～数回にわたるアドバイスを行います（デザイン分野 H26 
実績・約 130 件）。 

２．技術指導・講師派遣 
新製品の企画やコンセプトの強化、各種デザインリサーチの設計・実

施、デザイン業とのマッチング、具体的な製品等のデザイン開発・ブラン
ディング、企業等におけるセミナー開催などを、数ヶ月～数年の期間に
渡って支援します（デザイン分野 H26 実績・6 件）。 
【支援テーマ例】 

・農業機械・食品関連機械等のＵＩデザイン 
 ・食品のブランディング、パッケージデザイン 
 ・道内市町村等におけるデザインセミナー企画・運営 

３．派遣指導・短期実用化研究開発 
当場職員が依頼企業等に出向き、製品開発やデザイン活用、ブラ

ンディングなどに関する技術的課題の解決に取り組みます（デザイン分
野 H26 実績・4 件 34 日）。 
【支援テーマ例】 
 ・地域木材を活用した新製品開発・事業化支援 
 ・動物キャラクターを活用した地域産品プロモーション 

４．設備使用 
非接触 3 次元測定機や 5 軸 NC 加工システム、光造形システム、3D プリンター、UV プリンターなどの設

備を道内企業に開放し、デザイン開発プロセスにおける試作開発などを支援しています（上記５設備 H26 
実績・81 件）。 

 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続して実施予定 

 



北海道 
機関名 北海道立総合研究機構 産業技術研究本部 工業試験場 
部署名 製品技術部 デザイン・人間情報グループ 
電話連絡先 011-747-2377 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

技術支援事業（その２ 研究成果普及・移転） － － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 研究開発事業による成果の普及・移転を図るため、次の取り組みを実施しています。 
１．開発したツール類の普及 

技術相談や技術支援、研修会などを通じて、これまで開発したデザイン活用に係わる次のようなツール類
の普及・移転を図っています。 

・地域ブランドづくりのためのデザイン・IT 活用ガイド 
・戦略的デザイン活用ガイド 
・北海道・食のブランドづくり読本 
・ＷＥＢサイト「モノのデザインを成功に導くガイド」http://hrodesign.net 
・デザイン活動を支援するワークシートツール 
・デザインマネジメントゲーム 

２．デザイン関連の研究会支援 
工業試験場が運営の中核を担っているデザイン活用の勉強会「北海道デザインマネジメントフォーラム（以

下ＨＤＭＦ、H20.8 設立 http://hdmf-hdmf.blogspot.jp/）」において、各種事業の企画・計画づく
りや実施を支援しています。 
＜ＨＤＭＦ主要事業「山村塾」の概要＞ 

中小企業への製品開発支援の経験が豊富な(株)コボ代表の山村真一氏を塾長に迎え、新製品開
発やデザイン活用の適切な進め方などを、参加者が主体的に学び取ることを狙いとした講座事業です。
H24 年度からＨＤＭＦの主要事業として取り組んでいます。 

①夏期集中ワークショップの実施（H26） 
山村塾長による話題提供とアドバイスのもと、新製品開発の進め

方やデザイン活用のポイントなどを、参加者自身がグループワークを
通じて整理しました。 
・講師：（株）コボ代表取締役社長 山村真一 氏 
・開催日・参加者数：H26.7.29～30    参加者延べ 61 名 

②オリジナルツール開発（H27） 
山村塾の成果として、新製品開発プロジェクトにおける企画立案やプロジェクト設計に活用できるカード

＆マップ形式のツール「プロジェクトメーカー」を開発しました（近日発売予定）。 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続して実施予定 

 



北海道 
機関名 札幌市 

部署名 経済局国際経済戦略室海外戦略推進課 

電話連絡先 011-211-2379 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

札幌スタイル推進事業 平成 16 年度  15,610 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

札幌の良好な都市イメージを活用した地域ブランド「札幌スタイル」を構築し、ブランドの価値、製品の付加価値を
高め、市内中小企業等の競争力強化につなげることを目的としている。個々の企業が不足する機能や能力を相互
に補完しつつ、ブランド力の強化、プロモーションや販路拡大を図っている。 

 

■札幌スタイル認証事業 
「札幌スタイル」のブランドを形作る、札幌ならではの完成製品を公募し、審査の

うえ認証する。平成 27 年度は新規８製品、追加４製品、更新 29 製品を認証
し、平成 28 年 1 月 1 日現在、40 社 124 製品を認証している。 

■札幌スタイルショップの運営 
平成 20 年 4 月、札幌でも有数の人気スポット JR タワー展望室の入口に開設。

「札幌スタイル」の情報発信拠点として、認証製品の販売や情報発信を行ってい
る。 

■札幌スタイル・ショーケース 
  上記ショップの情報発信機能を補完する目的で、市街中心駅の地下鉄駅構内に

ショーウィンドーを設置。札幌スタイルショップと連動しながら認証製品の企画展示を
行っている。 

■他産業・他地域連携の取組 
  相互補完・相乗効果が期待できる他地域・他産業とした取組を進めている。平成

27 年度は、富山県高岡市企業との共同製品開発や両市での販売プロモーション
を行った。 

■札幌スタイル機構 
  札幌スタイル認証製品を持つ企業等による任意団体（平成 23 年 1 月設立）。

札幌スタイル公式ホームページの管理運営、展示・販売イベントの企画運営を行っ
ている。平成 27 年度は高岡市内のギャラリーでの期間限定フェア、札幌市内商業
施設での企画展、さっぽろ雪まつりでのブース出展などを行った。 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.city.sapporo.jp/keizai/sapporo-style/（市役所 HP） 
http://www.sapporostyle.jp/（札幌スタイル公式 HP） 
 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続して実施予定 

 
 

札幌スタイル展 
（11 月 11 日～15 日開催） 

札幌スタイル認証事業 応募説明会 
（7 月 3 日開催） 

札幌スタイルショップ 



 

北海道 
機関名 札幌市 

部署名 経済局産業振興部ものづくり産業課 

電話連絡先 011-211-2362 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン活用型製品開発支援事業 平成 25 年度  5,900 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

市内中小企業を対象に、商品開発や販売促進など経営上のさまざまな課題に対して、デザイン活用・導入することを支援し、市内企

業の製品企画力、競争力強化を図る。 

 

■デザイン戦略セミナーの開催 

(1) 実施時期：平成27年6月26日（金） 

内容：「伝わる」ものづくりセミナー 

「デザインエンジニアリング」手法を使い、様々な分野の企業と共に製品開発のプロジェクトを手がける工業デザイナーによる講演の

ほか、デザイン戦略において先進的な取組を進める道内企業の事例を紹介 

参加人数：60名 

(2) 実施時期：平成27年12月18日（金） 

内容：伝わるものづくりセミナー～「経営資源を活かしたデザインマネジメント」 

デザインマネジメントで注目を集める講師により、デザインの重要性や伝わるブランドづくりについての講演のほか、デザイン戦略を

取り入れた企業の事例を紹介 

 

■専門家チーム派遣 

新製品開発や新事業展開を目指す意欲のある市内中小企業に対して、豊富な企業支援実績を持つ「製品開発プロデューサー」及

びマーケティング、セールス、ブランディング、デザイン、知的財産等の各分野の専門家である「製品開発アドバイザー」により構成される

支援チームを派遣し、製品開発におけるプロセスを支援することで、企業の製品開発力、競争力を強化することを目的とする 

 

■ものづくり道場の開催（予定） 

実施時期：平成27年2月18日（金） 

内容：企業経営者や開発担当者を対象に、製品課題の明確化、コンセプト構築の過程を体感する講演とワークショップを通して、デ

ザイン戦略を学ぶ少数規模の勉強会を実施 

 

＜事業に関する情報が掲載されているサイトURL＞ 

http://www.city.sapporo.jp/keizai/seizo/shien/design/top.html 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続して実施予定 

 



北海道 
機関名 旭川市 

部署名 経済観光部 産業振興課 

電話連絡先 ０１６６－６５－７０４７ 

事業名 開始年度 補助予算額 
全体予算額 

デザインギャラリー及びコレクション館管理負担金  平成９年度  
14,319 千円  

16,726 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

産業デザインを主体とした，企画展示及び発表の場としてのデザインギャラリー，産業分野その他貴重なコレクションを
主に展示するコレクション館の管理運営を行い，地場産業デザイン振興の動機付けやデザインマインドの高揚を図る。 
 
■運営団体：旭川デザイン協議会（会長 伊藤 友一） 
■所 在：旭川市宮下通１１丁目 上川倉庫「蔵囲夢」内 
■入館者数（平成２６年３月末現在） 
・デザインギャラリー  14,928 人 
・コレクション館     8,638 人 
■平成２６年度展示事業： 
・デザインギャラリー 

旭川クラフト展２０１４，旭川デザイン協議会展，旭川広告デザイン協議会展 他 
・コレクション館 

旭川クラフト展２０１４，ハンス・Ｊ・ウェグナー展 他 
 

   
         旭川クラフト展２０１４                   旭川デザイン協議会展２０１５ 

           （2014.6.17～29）                       （2015.1.6～25） 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 

http:// potato.hokkai.net/~ada/ 

次回実施予定及び評価 

平成２７年度も継続して実施。市民に開かれた質の高いデザイン展示・発表の場として評価を得ている。 

 



北海道 
機関名 旭川市 

部署名 経済観光部 産業振興課 

電話連絡先 ０１６６－６５－７０４７ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン振興基金積立金 平成元年度  １３４千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 デザインに関する事業に必要な経費の財源に充てるため，「旭川デザイン振興基金条例」を制定し，基金趣旨
に賛同する企業及び団体からの寄付金を積み立てる。 
 
平成２７年３月現在 基金額 １８，５８１，６９５円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

平成２７年度も継続して実施 

 



 

北海道 
機関名 旭川市 

部署名 経済観光部 旭川市工芸センター 

電話連絡先 0166-66-1770 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

ASAHIKAWA DESIGN WEEK 開催支援事業  昭和 30 年度  － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

「ASAHIKAWA DESIGN WEEK」は，旭川地域における木製品産業，ものづくり，デザインをトータルでＰＲ
する旭川地域で開催されるイベントである。 

昭和 30 年より開催してきた「旭川家具産地展」が 61 回目を迎えるに際し，「ASAHIKAWA DESIGN 
WEEK」と改称し，各種デザインコンテンツを加えプロユーザーだけではなく一般ユーザーも含めて旭川広域地域を
舞台に家具木工産業を世界に広めるイベントとしてリニューアルした。 

平成 28 年度の「ASAHIKAWA DESIGN WEEK2016」においても前年度同様，新作家具やクラフトの展
示，講演会，インスタレーション等，一連のイベントを実施する予定。 

 
＜平成 27 年度 開催内容＞ 
イベント名  ASAHIKAWA DESIGN WEEK 2015 
主   催  旭川家具出品者協会（旭川家具工業協同組合，旭川商工会議所，旭川市） 
期   日  平成 27 年 6 月 24 日（水）～6 月 28 日（日） ※一般公開日 27，28 日 
場   所  旭川家具センター（北海道旭川市永山２条１０丁目）ほか 
実 施 内 容  旭川地域で生産された新作家具やクラフト・工芸品の展示 

建築家 藤本壮介氏によるインスタレーション及びトークイベント 
織田コレクションによるイタリアデザインの展示，ファクトリーツアー 等 

参 加 人 数  5700 人 
 
 
 
 
 
 
 

メイン会場インスタレーション     建築家 藤本壮介氏による講演会 
「ASAHIKAWA FOREST」 

 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
 http://www.asahikawa-kagu.or.jp/adw/ 

次回実施予定及び評価 

ASAHIKAWA DESIGN WEEK 2016 の開催に向けて事業を継続する。 
※期日 平成２８年６月２２日（水）～６月２６日（日） ※一般公開日２５，２６日 

 



北海道 
機関名  旭川市 

部署名  経済観光部 工芸センター 

電話連絡先  ０１６６－６６－１７７０ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

 国際家具デザインフェア旭川２０１７開催事業 
平成２７年度 

※開催は平成２９年度 

15,000 千円(補助) 
45,236 千円(全体) 

※IFDA2014(H24～
H26)の事業費 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 「国際家具デザインフェア旭川（ＩＦＤＡ）」は，本市における主要な地域産業のひとつである家具製造業の
デザインの高度化と高付加価値化及び家具産地としてイメージの高揚，デザインによる国際交流の促進及び市民
の家具デザインへの理解を深めることを目的として，平成２年度以降３年毎に開催されているデザインの国際イベ
ントである。 
 木製家具の国際的なデザインコンペティションを中軸に，展示会，デザインセミナーなどを開催している。 
 平成２８年度は，１０回目の開催となる「国際家具デザインフェア旭川２０１７」の開催に向けて，デザイン
コンペティションなどの一連のイベントの準備を実施する。 
 
＜平成 28 年度 実施予定内容＞ 
事業名：国際家具デザインフェア旭川２０１７（ＩＦＤＡ） 
主 催：国際家具デザインフェア旭川開催委員会 
実施事業内容（予定） 
 ・開催委員会開催 
 ・国際家具デザインコンペティション旭川 開催 

・コンペ作品募集 
   ・予備審査会開催 
   ・試作品製作 

 ・本審査開催  など 
 
＜平成 29 年度 実施予定内容＞ 
 ・国際家具デザインフェア旭川２０１７ 開催 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.ifda.jp/ ※IFDA2014 のホームページ 
 

次回実施予定及び評価 

 国際家具デザインフェア旭川２０１７の開催に向けて事業を継続して実施。 
 

 

IFDA2014 
ゴールドリーフ賞 



北海道 
機関名 函館市 

部署名 経済部工業振興課 

電話連絡先 0138-21-3314 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン産業推進事業 25 年度  4,800 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
【事業内容】 
  平成２５年度から平成２７年度まで，市内食品加工企業のビジュアルコミュニケーション導入に対する支援

を，市内デザイン関連団体に委託し実施してきた。 
  支援内容は，デザインを通じて企業価値，商品価値を高めたい市内食品加工企業を対象に，地元デザイナ

ーのマッチングを行ったうえで，企業とデザイナーの協業によるデザイン戦略やデザインコンセプトの作成など，ビジュ
アルコミュニケーション導入初期の取り組みを支援するものである。 

  本事業による支援期間は１年間で，２年目以降は企業とデザイナーが直接契約を結び，企業とデザイナーが
協業を継続する。 

  平成２８年度においては，これまで実施してきた事業の評価検証や市内企業への広報活動など，平成２９
年度以降のデザイン産業推進事業に向けた取り組みを行う予定。 

 
 
 
【支援対象企業一覧】 
 ○ 平成２５年度支援対象企業 ２社（水産加工業，乳製品製造業） 
 ○ 平成２６年度支援対象企業 ２社（菓子製造業，水産加工業） 
 ○ 平成２７年度支援対象企業 ２社（菓子・惣菜製造業，水産加工業） 
 
 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 

https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014040800108/ 

次回実施予定及び評価 

 平成２８年度の評価検証を経て平成２９年度から実施予定 

 



北海道 
機関名 帯広市 

部署名 商工観光部 工業労政課 

電話連絡先 0155-65-4167 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

 帯広市ものづくり総合支援補助金 平成 20 年度 
7,000 千円 

（平成２７年度時点） 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 １ 目的 
   新たなものづくりの先導的な取組み及び新しい産業を創造する中小企業者を、研究開発から技術指導、販

路開拓までを総合的に支援し、本市産業経済の発展に資するため、事業費の一部を補助するもの。 
 
 ２ 対象者 
  ・中小企業者、又は中小企業者で構成された団体・グループ 

（海外販路開拓の場合は、中小企業者で構成された団体・グループに限る） 
  ・帯広市に主たる事業所があること。 
  ・市税の滞納がないこと（市長が特に認める場合を除く）。 
 
 ３ 対象事業 
  ①新製品・新技術・新サービス開発 
  ②国内販路開拓 
  ③海外販路開拓 
  ④新事業・新分野進出 
  ※いずれの区分もデザイン開発に係る経費は対象。 
 
 ４ 補助額 
   補助対象経費の１/２以内 
   上記①・④の事業は限度額１５０万円 
   上記②・③の事業は限度額５０万円 
   ただし、産学官・異業種連携により①～④の事業を実施する場合はそれぞれの限度額に 

５０万円を加算する。 
 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/shoukoukankoubu/kougyourouseika/b040104monozukuri.html 

次回実施予定及び評価 

継続予定ではあるが、予算や詳細については未定。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北経済産業局地域 

 



青森県 
機関名 地方独立行政法人 青森県産業技術センター 弘前地域研究所 

部署名 生活デザイン部 

電話連絡先 0172-55-6740 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

開発研究・支援研究・重点事業 平成 25 年度 - 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 
１、開発研究 
「伝統工芸品等のデザイン・商品化に関する研究」 
① 現代生活空間における漆の配色に関する研究（H27〜28） 
概 要；津軽塗業界では従来の使用環境である日本家屋様式の減少化にともない製造販売している 
    製品の配色や形状が現代の生活空間に合っていないという問題をかかえている。 
    そこで、現代の住空間の配色調査・形状 
    調査及び研究し、カラーイメージマップにまとめる。 

マップを基に手板・製品アイテム試作検討する。 
 
② 県産材三次元曲面加工に関する研究（H26〜30） 
概 要；木工業界では青森らしさや三次元曲面加工等デザイン性
に優れた家具・木工品の開発が求められている。しかし、 
県内木工企業は３次元曲面加工用の高度な設備を持っていない。 
そこで、既存木工用 NC マシンで三次曲面成形型を製作するための
3DCAD/CAM 変換プログラムを検討し、三次元曲面加工研究会で
提案された製品アイデアを試作する。 
 
２、支援研究 
「デザイン関連技術支援事業」（H26〜30） 
概 要；商品開発を目指す県内企業の育成・強化・発展を図るために
デザインや木工・漆工関連の調査、研究成果による普及、情報発信などの技術支援を行う。 
 
３、重点事業 
「高齢者施設の QOL が高い製品開発事業」（H27〜28） 
概 要；高齢者のクォリティー オブ ライフを向上するため、高齢者やその高齢者をケアする施設従事者が安心し、 

安らぎを持てる福祉介護製品を青森県の資源を生かした開発・提案・普及を実施する。 
    1.老人ホームをフィールドとし、職員の意見を参考にしながら、福祉機器の調査研究する。 
    2.センサー技術を使い効果測定方法など検討する。 
「商品開発支援体制強化事業」（H27〜28） 
概 要；商品開発を目指す県内企業の育成・強化・発展を図るためにデザインや木工・漆工関連の調査、 

研究成果による普及、情報発信などの技術支援を行う。 
   1. 商品開発総合支援体制 
    これまでの製品の技術的支援のほか、商品企画・デザイン企画立案、商品試作まで商品開発全般を支援 
   2. 県内デザイナーとの連携による商品開発実践プログラムの実施      
   「商品企画支援ツール（Ｖ－ｃｕｐ）」を活用した商品開発を県内企業と県内デザイナーと連携し、モデル的に実践 
   3.  産学官共同商品開発プログラム 
    若者の発想等を活かし、弘前大学及び八戸工業大学と連携して、県内協力企業の商品開発をモデル的に実践 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.aomori-itc.or.jp/index.php?id=2902 

次回実施予定及び評価 
平成 28 年度も継続して実施予定  

ポイント：昔と今では生活空間の色・明度が違う 

ポイント：治具による曲面加工技術の開発 

  



青森県 
機関名  青森県 

部署名  環境生活部県民生活文化課 文化・ＮＰＯ活動支援グループ 

電話連絡先  ０１７－７３４－９２０８ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

ファッション振興事業 平成１２年度 １４，８００千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

■「全国高等学校ファッションデザイン選手権大会（ファッション甲子園）」の開催 
（平成１２年度～） 

  ファッション文化の振興を通じた産業・地域の活性化の推進と創造力豊かでチャレンジ精神あふれる人財の育成
を図るため、全国の高校生を対象にファッションデザインコンテストを開催する。 ※ 平成１２～１６年度： 県主催、平

成１７年度～： 実行委員会組織への開催支援 

  【平成２７年度 ファッション甲子園最終審査会開催実績】 
開催年月日： 平成２７年８月２３日（日） 

     会場： 弘前市民会館    
応募総数： 全国１３７校、１，７５９チーム 
審査員： 著名ファッションジャーナリスト、デザイナー等 

  ファッション甲子園最終審査会の様子 

 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 

ファッション甲子園ホームページ http://www.f-koshien.com/fashion.html 

次回実施予定及び評価 

 
平成２８年度も継続して実施予定 

 
 



岩手県 
機関名 地方独立行政法人 岩手県工業技術センター 

部署名 デザイン部 

電話連絡先 ０１９－６３５－１１１５ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

食品産業商品力向上支援並びに販路開拓支援事業 平成２５ 年度  

7,573 千円 
8,179 千円 

※上段：補助予算額 

下段：全体予算額 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

■事業の目的 
 東日本大震災津波で被害を受けた沿岸部をはじめとする岩手県内の食品加工事業者を対象に、新商品開発
と販路開拓など新事業展開を支援する事業である。商品設計からデザイン、販路開拓まで、連続した支援を行
い、岩手県内における食品産業の活性化を目指している。（いわて希望ファンド地域活性化支援事業の助成を
受けて実施） 
 
■食品産業商品力向上支援 
①「商品力向上セミナー」の開催 
 岩手県内２地域にてセミナーの開催を予定している。検査機関の専門家及び岩手県内の食品加工事業者に
講師を依頼し、食品表示、衛生管理及び販路開拓について講演をいただく予定。 
②パッケージやパンフレットなどのデザイン支援 
 岩手県内のデザイナー等と依頼事業者のマッチングを図り、デザイン制作を支援した。 
③パッケージ表示や販促資料の作成支援 
 商品の法的表示基準（原材料表示、栄養成分、加工法など）、商品説明資料（味、価格、安全性、商品
の優位性など）及び販路開拓に必要な資料等の作成を支援した。 
 
■販路開拓支援 
①食品関係のアドバイザーやバイヤーなどの専門家を講師として、販路開拓に向けたセミナーを開催した。 
②販路拡大の機会創出のため、地方創生「食の魅力」発見商談会2015に、支援先企業22社の出展を支援し
た。 
③飲食店関係業界への販路拡大の機会創出のため、支援先企業 5 社による都内飲食店での商談会を開催し
た。 
④岩手県内での販路拡大の機会創出のため、支援先企業の製品を「いわてデザインデイ vol.3」に出展し、支援
先企業及び製品の PR を行った。 

次回実施予定 

平成２８年度は別事業にてデザイン支援を実施する予定 

 



岩手県 
機関名 地方独立行政法人 岩手県工業技術センター 
部署名 デザイン部 
電話連絡先 ０１９－６３５－１１１５ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

圧縮処理木材による曲木技術を活用した沿岸地域木製品製造企
業のための製品開発に関する調査研究 
（公益財団法人さんりく基金調査研究事業） 

平成２６年度  

１,７00 千円 
１,７00 千円 

※上段：補助予算額 

下段：全体予算額 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

■実施期間 
 平成 26 年 6 月～平成 27 年１月 
■事業の目的 
 岩手県工業技術センターの技術シーズであるコンプウッドシステム（圧縮処理木材による曲木技術）を活用し
て、沿岸地域の小規模企業でも製造可能で、従来製法では難しいデザイン（木目の美しさを生かし、自然な趣き
をもちながらも丈夫）を付与した新たな木製品の開発について調査研究を行い、沿岸地域の木製品製造業の新
分野市場への参入促進を図ろうとするもの。 
■事業の概要 

岩手県は国内有数の広葉樹産出地である。コンプウッドシステムで処理した広葉樹は、コールドベンディングが可
能で、乾燥しなければいつでも曲げられる状態で保存できる。この特徴的なシーズを岩手県沿岸地域の小規模な
木工メーカーで生産する木製品に生かしたい。しかし、小規模メーカーが活発な商品開発に取り組むには、人材・
設備も限られる。この状況を打破するため、地域の公設試験研究機関が備えている設備と技術を活用することで、
最小限のコストで新しい曲木加工技術を導入できる。歩留まりよく強度も付与できる曲木は、岩手らしい貴重な地
域資源を無駄なく生かすことのできる技術で、岩手の木工の製品とデザインに新しい展開を生み出すものである。 
■小規模企業での実証と製品提案（曲木を取り入れた新製品のデザイン開発及び設計） 

岩手県工業技術センターとの連携で小規模メーカーが新しい曲木技術に取り組んだ。コンプウッドシステムで処理
した岩手県産の広葉樹を用い、岩手県内の木工工房が曲木製品を試作した。完成品はシンプルな曲木の形状
と、丁寧な曲面の仕上げによって広葉樹の素材感を際立たせ、魅力を十分に発揮するものとなった。これまで岩手
県内では見られなかった木製品が提案できた。2015 年度商品化予定。 
■事業化支援 
 今後、次のような取り組みを進め、沿岸地域の小規模木工業での曲木を活用した新しい商品開発を支援す
る。・製造コストの検証、・製品デザインや試作品を商品化に結びつけるための問題点の抽出、・当該取り組みの沿
岸小規模木工事業所へのＰＲ。 
 

なお、本事業は「第 1 回ウッドデザイン賞 2015（新･木使い顕彰）」を受賞した（主催:ウッドデザイン賞運営
事務局（（特）活木活木森ネットワーク、（公社）国土緑化推進機構、（株）ユニバーサルデザイン総合研究
所）、後援：林野庁、平成 27 年 11 月 19 日発表）。 

次回実施予定 

岩手県内の木工工房が製作した試作品の商品化支援を継続する予定 
 



宮城県 
機関名 宮城県 

部署名 経済商工観光部 新産業振興課／産業技術総合センター 

電話連絡先 ０２２－２１１－２７２３／０２２－３７７－８７００ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン・商品開発研修事業 平成３年度  ２，０６２千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

■平成２７年度デザインセミナー「デザインが生み出す新価値」 
 期日：平成２７年５月２０日（水） 
 講師：名木山 景（株式会社デンソーデザイン部 部長）ほか 
 定員：７０名程度 
 
■感性マーケティング研修「選ばれる商品戦略」 
 期日：平成２７年７月２８日（火），２９日（水） 計２日間 
 講師：宮内 博実（デザインインテグレート代表・静岡文化芸術大学 名誉教授） 
 定員：１０名 
 
■商品プランニング研修「マーケットイン手法による商品プランニング研修」 
 期日：平成２７年１０月２１日（水），２２日（木），１１月５日（木） 計３日間 
 講師：宮島 慎吾（武蔵野美術大学 造形学部 基礎デザイン学科長・教授） 
 定員：１０名 
 
■パッケージデザイン研修「デザインの使い方」 
 期日：平成２７年１１月１８日（水），２５日（水） 計２日間 
 講師：小板橋 基希（アカオニデザイン代表） 
 定員：１０名 
 
※上記セミナー・研修いずれも実施場所は，宮城県産業技術総合センターです。 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
 http://www.mit.pref.miyagi.jp/kenshu/15/index.html#shouhinkikaku 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 

http://www.mit.pref.miyagi.jp/kenshu/15/index.html#shouhinkikaku


宮城県 
機関名 仙台市 

部署名 経済局 産業政策部産業振興課 

電話連絡先 022-214-8321 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

クリエイティブ産業振興 平成 18 年度  17,188 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 
１、仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム運営の支援 

クリエイティブ産業の活性化を図る産学官連携プラットフォーム「仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム」に対
して助成を行い、本市のクリエイティブ産業の拠点性の発信を支援する。 
参考 URL：仙台・クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム【http://www.sendai-c3.jp/】 

 
２、クリエイティブプロジェクト 
〇概要 

クリエイティブ産業の振興を支援する取り組みや、クリエイティブ産業の創造性を活かした新事業の創出、都市の
課題解決等を目指すプロジェクトに対し、助成を行う。クリエイティブ・プロデューサーによる助言や情報発信なども
行い、プロジェクトを支援する。 

〇実績(H21 年～H26 年) 
 スタートアッププロジェクト：19 件 

(アイデアの熟度が実現化レベルにあり、年度内に事業の立ち上げを行うことができるもの) 
 リサーチプロジェクト：11 件 
 (年度内に実現化の構想を策定できるもの) 
 サポートプロジェクト：27 件 
 (自己資金等により事業構想の策定又は事業の立ち上げができるもの) 
 
３、クリエイティブ・プロデューサーの配置 

専門的な知識、経験を有するクリエイティブ・プロデューサーを配置し、地域企業のクリエイティブ面での支援やクリ
エイティブプロジェクトの支援などを行う。 

 
４、クリエイティブ・カフェ開催 

クリエイティブ産業関係者のネットワーク形成や事業連携などを目的に、クリエイティブ・カフェを実施。 
 
５、情報発信 

Web サイトやメール配信により、クリエイティブな活動の情報を発信している。 
 
６、クリエイターのためのものづくり支援事業 
〇概要 

3D プリンターやレーザーカッターといった試作用機器の利活用を促進することで、クリエイター等によるものづくり活
動及び企業の試作開発を支援することにより、付加価値の高い多様な商品・サービスを創出・促進する。 
参考 URL：FabLab SENDAI-FLAT【http://fablabsendai-flat.com/】 

〇事業内容、実績（H25～H26 年度） 
・機材利用件数：1,530 件   
・セミナー・ワークショップの開催：49 回 
・地域企業との連携による新商品の試作開発支援：68 件  

次回実施予定及び評価 

未定(予算要求中) 
 







山形県 
機関名 山形県 

部署名 商工労働観光部産業政策課 

電話連絡先 ０２３-６３０-２３６０ 

事業名 開始年度 全体予算額 

山形エクセレントデザイン事業  平成９年度  ３,２８７千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 県内製品を対象とした顕彰事業「山形エクセレントデザイン」を平成９年度に開始、現在は隔年開催で、平成２
７年度に９回目となる「山形エクセレントデザイン２０１５」を実施した。 
■山形エクセレントデザイン２０１５ 

実施主体：山形デザインコンペティション実行委員会（会長：山形県知事） 
内  容：魅力的で競争力の高い製品づくりとデザインマインドの向上を目指し、県内で企画・開発・生産された

優れたデザインの製品を選定・顕彰する。 
 募集期間：平成２７年７月１３日（月）～９月１８日（金） 
 募集対象：過去５年以内に、県内で企画・開発・生産され、販売されている又は平成 27 年 

12 月までに販売予定の製品及び商品 
 応 募 数：８８点（６０社） 
 選定結果：エクセレントデザイン大賞「ＣＯＬＯＮ ＣＯＲＰＯ」 ㈱コロン             

地域デザイン賞     「いなごふりかけ」 ㈲佐藤商店 
            「日知舎のおえ草履」 日知舎 
            「最上を受け継ぐヒトとモノ」吉野敏光デザイン事務所 

      技術デザイン賞     「ＣＯＯＬ ＷＯＯＤ」 ㈱シェルター 
                  「Ｅａｓｙ Ｔｈｅｒｍｏ」 ㈱チノー山形事業所 
      ブランドデザイン賞   「王将果樹園 果物用パッケージ」 

農業生産法人㈱やまがたさくらんぼファーム 
      入賞          「麻のスリッパ「さふら」」 阿部産業㈱ 
                  「世界一大きな雪だるまの雫」 大蔵村 
                  「オーロラコーヒー」 オーロラコーヒー 
                  「リネンタオル・ストール・レギンス、ヘンプマット」 ㈱ケンランド 
                  「PARIPARI×SAKUSAKU 日和」 酒田米菓㈱ 
                  「ダイヤモンド電着ピンセット」 ジャスト㈱ 
                  「藤ハンガー」 ㈲ツルヤ商店 
                  「萩原農園の大豆菓子」 萩原農園 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 

http://www.yamagatanodesign.jp/ 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度は、選定品の県内展示会を実施予定。 
 



山形県 
機関名 山形県 

部署名 商工労働観光部産業政策課 

電話連絡先 ０２３-６３０-２３６０ 

事業名 開始年度 全体予算額 

山形エクセレントデザイン販路開拓支援事業  平成 27 年度  ３,２８７千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

  
山形エクセレントデザイン２０１５受賞製品の販路開拓を目的とし、売るための製品ブラッシュアップと販路開拓

手法を学ぶ塾を開催する。 
 

実施主体：山形デザインコンペティション実行委員会（会長：山形県知事） 
 
■山形エクセレントデザイン販路開拓支援事業 

内   容： 講師による講話及びアドバイス、受講者によるグループ討議 
期   日： 平成２８年１～３月（月１回、計３回開催） 

 参  加  者：  講師 １名 
参加企業 山形エクセレントデザイン２０１５受賞企業 
 
 

 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.yamagatanodesign.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も、同事業を実施する予定。 
 



山形県 
機関名 山形県 

部署名 商工労働観光部産業政策課 

電話連絡先 ０２３-６３０-２３６０ 

事業名 開始年度 全体予算額 

デザイン活用促進事業  平成２７年度  ３,２８７千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
 県内企業のデザイン力向上、デザイン思考を積極的に活用する意識の醸成を図ることを目的とし、企業とデザイ
ナーによる企業見学会や交流会を行うことにより、企業とデザイナーの良好な関係を構築し、県内ものづくり企業が
デザインを活用した自社製品開発に取り組むきっかけをつくる。 
 

実施主体：山形デザインコンペティション実行委員会（会長：山形県知事） 
 
■デザイン活用促進事業 

内   容： 県外のプロダクトデザイナーによる県内製造業者の企業見学会及び交流会を実施し、デザイナー
と県内企業のマッチングを行う。 

期   日： 平成２７年８月３日（月）～４日（火） 
 参  加  者：  コーディネーター １名 

県外デザイナー  ４名 
参加企業 穂積繊維工業㈱ （中山町） 

㈱石澤製作所 （山辺町） 
㈲冨樫製作所 （南陽市） 
㈱ニューテックシンセイ （米沢市） 

 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.yamagatanodesign.jp/ 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も、デザイン活用促進事業を実施予定。 
 



山形県 
機関名 山形県 

部署名 商工労働観光部産業政策課 

電話連絡先 ０２３-６３０-２３６０ 

事業名 開始年度 予算額 

デザイン共創促進事業  平成 24 年度  １，９０６千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

  
県内企業が東北芸術工科大学と協働して行うデザインを活用した商品開発を支援することにより、①学生の地

域帰属意識向上と県内企業への愛着心育成、②将来のものづくりを支える学生のデザイン能力向上、③成功事
例の輩出による県内企業の「デザイン思考」を活用する意識の醸成を図る。 
 
■デザイン共創促進事業 

内   容： 東北芸術工科大学と県内企業の協働による商品開発の支援 
実 施 主 体： 県 
募 集 期 間： 平成 27 年６月 10 日（水）～７月 10 日（金） 
支援対象企業及び案件 

 企 業 名 案     件 

１ 蔵王ロープウエイ㈱ 「恋人の聖地サテライト」グッズの開発 

２ さとう農園㈱ 洗い里芋パッケージのリニューアル 

３ ㈱高橋型精 精密プレス加工技術を活かした製品開発 

４ テクノクォーツ㈱ 石英ガラスを用いた製品の開発 

５ ㈱山本産業 天然水の営業ツール開発 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も、同事業を実施する予定。 
 



福島県 
機関名 福島県 

部署名 県産品振興戦略課 

電話連絡先 024-521-7296 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

ふくしま県産品販路開拓プロデュース事業（国内販路） 平成 26 年度  29,675 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

１ 事業の概要 
県内の加工食品、工芸品等の地場産業事業者を対象に、プロデューサー等の外部人材と連携し、消費者ニー
ズを取り入れた商品開発や販路開拓等の支援を一貫して行うことにより、県産品の市場競争力を高めるととも
に、事業者の企画・開発力、マーケティング力を向上させ、地場産業復興のけん引役となり得る事業者の創出を
図る。 

２ 事業内容 
（加工食品分野） 

総合プロデューサーを中心に、デザイナーやバイヤー等の外部人材により県の特産品（果実や野菜）を使用した
「ふくしまの顔」となりうる加工食品（首都圏向けギフト・土産品）の開発をテーマに開発支援。 

（パッケージのブラッシュアップ） 

（工芸品分野） 
外部人材である総合プロデューサーを中心に、県内クラフト事業者とクリエイター、産地等とのマッチング機会の創
出による新たなコラボレーションをテーマに支援し、マッチングの促進及び各事業者のブランド力向上のためのロード
マップを作成。マッチングにより、新たなブランドの創出やブランドプロモーションを通じたブランド価値向上を図った。 

 （新ブランドの創出） 

※本事業において 
支援を受ける事業者に対しては、商品開発、販路拡大に必要な経費の一部を補助。 
（補助額上限 150 万円、補助率 1/2 以内） 

３ その他の取組 
新たなマッチングを通じて作られたブランドや新商品を、プロデュースチームが持つ販路先や ECサイトなどを通じてテス
トマーケティングを実施。 

次回実施予定及び評価 

平成 27 年度で事業終了 
 



 

福島県 
機関名 福島県 

部署名 県産品振興戦略課 

電話連絡先 024-521-7296 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

ふくしま県産品販路開拓プロデュース事業（海外販路） 平成 26 年度  17,951 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

１ 事業の概要 
震災後の厳しい状況の中、海外に新たな販路を求めようとする工芸品等の地場産業事業者を対象に、プロ

デューサーや海外現地コーディネーター等と連携し、海外市場へマッチした商品開発・改良を行い、国際的な大
規模展示会（パリ市内開催「メゾン・エ・オブジェ」）へ出展することにより海外の販路開拓支援を行うとともに、
海外市場やマスコミに対し福島の復興をアピールした。 

２ 「メゾン・エ・オブジェ 2015（１月展）」出展実績 
（１） 開催・出展概要 

・会 期：平成 27 年１月 23 日（金）～27 日（火） 
・会場等： フランス、パリ市 ノール・ヴィルパント見本市会場 
・出展ホール；ホール３（テーブルウェアがテーマ）  
・本県出展内容；４事業者（※）、80～100 商品 

※出展事業者：会津塗事業者、キッチン用檜製品事業者、木製漆器事業者 
（２）ブースコンセプト 

「ＦＵＫＵ ＤＩＮＩＮＧ(フクダイニング)」（日々の食事のシーンにフォーカスを当て、食事を準備する楽
しみや快適な環境を提案し、人々の暮らしを豊かにする。 

 （福島県ブース） 

次回実施予定及び評価 

平成 26 年度で事業終了 
 
  



福島県 
機関名 福島県 

部署名 県産品振興戦略課 

電話連絡先 024-521-7296 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

メイド in.ふくしま販路開事業 平成 27 年度  517 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

１ 事業の概要 
国内で開催される地場産品を対象にした展示会に「福島」として出展し、県全体の地場産業の高いクオリティ

イメージを提供するとともに、販路拡大に向けた取組を一体的に行うことで、バイヤー等に対する訴求力の向上を
図る。 

また、当該展示会出展と連動させて、日本のものづくりの魅力を幅広く伝えることが出来るメディアと連携し、福
島県のものづくりの魅力を発信する。 
 

２ 国内展示会出展実績 
（出展展示会）ｒｏｏｍｓ３１（国立代々木競技場 第一体育館  

平成２７年９月９日～１１日開催） 
（出展事業者数）８者（伝統的工芸品分野、木加工品分野等が出展） 

  

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続して実施予定 

 



東北 
経済産業局 

機関名 東北経済産業局 
部署名 地域経済部 産業技術課 特許室 
電話連絡先 ０２２－２２１－４８１９ 

事業名 開始年度 補助予算額 
全体予算額 

ＴＯＨＯＫＵデザイン創造・活用支援事業  平成２６年度  ― 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

１．目的 
東北地域の魅力ある商品に対する新パッケージデザインを公募・展示することにより、東北ならではのデザイン等を

創造し、優秀な作品について実用化することで中小企業等におけるデザイン等の活用による商品の販売促進とブラ
ンド化を支援するとともに、東北地域におけるデザイン等に対する意識を啓発し、デザイン等の創造・保護・活用を
促進する。 
 
２．実施内容 
（１）「おいしい東北パッケージデザイン展２０１５」開催 

東北地域の魅力ある商材（１０社１０商品）に対するパッケージデザインやキャッチコピー等を公募・審査・
表彰・展示を行うデザイン展を開催。 

（２）「おいしい東北パッケージデザイン展２０１５」フォーラム開催（同時開催：デザイン展表彰式） 
東北管内における商材に対するデザインの創造・保護・活用に関する意識啓発、制度普及を図るため、フォー

ラムを開催するとともに、関係者間のネットワーク構築を図るため、フォーラム参加者による交流会を開催。 
（３）新パッケージデザインの実用化支援 

優秀なパッケージデザインの実用化に向けたフォローアップとして、デザイナーや専門家等と各参加企業を訪問
し、デザインの改善、知的財産権の取り扱いに関する契約、権利化等ついて支援を実施。 

 
《スケジュール》 
平成２７年 6 月 15 日～30 日 ： 参加企業の募集 
平成２７年 9 月 1 日～10 月 30 日 ： 新パッケージデザイン案の募集 
平成２７年 11 月 10 日 ： 審査会（外部審査委員・参加企業等関係者・主催者により審査） 
平成２７年１１月２７日～１２月１日 ： 「おいしい東北パッケージデザイン展２０１５」 
平成２７年１２月１日 ： 「おいしい東北パッケージデザイン展２０１５」フォーラム・表彰式・交流会 
平成２８年３月９日～4 月 17 日 ： 「おいしい東北パッケージデザイン展２０１５」東京巡回展 
平成２７年１２月～順次 ： 優秀作品実用化に向けたフォローアップ 
 
【事業に関する情報が掲載されているサイト URL】 
http://www.tohoku.meti.go.jp/chizai-enet/index.html 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関東経済産業局地域 

 



茨城県 
機関名 茨城県 

部署名 商工労働部産業技術課 

電話連絡先 029-301-3584 ／ 茨城県デザインセンター 029-264-2205 

事業名 開始年度 補助予算額 
全体予算額 

いばらきデザイン力レベルアップ事業 平成９年度  
１７，４９６千円 

（Ｈ２７年度予算）  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

○茨城県デザインセンターの設置 
 県内中小企業等の製品の付加価値を高めるため，総合的なデザイン支援活動拠点として平成 9 年に「茨城県デザイ
ンセンター」を設置，デザイン相談，情報提供，デザイン開発支援や普及活動等を実施して中小企業等のデザイン活
動を支援している。 
 ＜実施主体＞ 茨城県デザインセンター（茨城県ひたちなか市新光町 38） 
 
○平成２７年度事業の概要 
 県内の特に優れたビジネス性を有するデザイン及び活動等を「いばらきデザインセレクション」として選定するとともに，選
定品の推奨・ＰＲのため「いばらきデザインフェア」を開催し，デザインの重要性の啓発及び地域産業の発展を図る。 
 
【いばらきデザインセレクション 2015】 
 ・応募期間 平成 27 年 5 月 19 日～7 月 21 日   ・審査会 平成 27 年 9 月 4 日 
 ・応募件数 105 件   ・選定数 知事選定 10 件，選定 19 件，奨励 4 件 
 （部門） ・デザインセレクション部門  ・テーマセレクション部門（2015 テーマ：食の彩） 
 （分野） ・プロダクトデザイン分野  ・空間デザイン分野 
     ・ビジュアルコミュニケーション分野  ・ソーシャルデザイン分野 
 
【いばらきデザインフェア 2015】 
 開催期間：平成 28 年 1 月 28 日～2 月 7 日 
 会場：茨城県陶芸美術館（茨城県笠間市） 
 
【デザイン相談等】 
 デザインコーディネーターによるデザイン企画の助言や相談，デザイン開発機器・施設等の開放 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 

 http://www. idesign-c.jp/ （茨城県デザインセンターHP） 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 



栃木県 
機関名 栃木県 

部署名 産業労働観光部工業振興課 

電話連絡先 028-623-3198 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

栃木県優良デザイン商品選定・表彰事業 平成元年度 ３３１千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 県内中小企業者等のデザイン力の向上と魅力ある商品づくりを推進するため、県内中小企業が製造する自社商
品を募集し「栃木県優良デザイン商品（Ｔマーク商品）」を選定するとともに、特に優秀なものを「とちぎデザイン大
賞」として表彰する。 
 選定商品については、県ホームページでの紹介やリーフレットの作成・配布等を通じて広くＰＲを行う。 
 
○ 募集対象 ： 県内中小企業者等の自社開発による商品・パッケージ 
○ 募集期間 ： 平成２７年６月５日（金）～７月６日（月） 
○ 審 査 会 ： 平成２７年９月４日（金） 栃木県庁本館会議室 
○ 審査委員 ： デザイナー、大学教授、中小企業関係団体の役職員、流通関係者等１１名 
○ 審査方法 ： 外観、機能、品質、安全性、共用性、環境性の審査基準（６項目）をもとに、 
         総合的に審査する。（書類、現品） 
○ 審査結果 ： 栃木県優良デザイン商品（Ｔマーク商品）・・１２点 
         とちぎデザイン大賞 最優秀賞・・・・・・・ １点 
         とちぎデザイン大賞 優秀賞・・・・・・・・ ３点 

栃木県デザイン協会賞 ・・・・・・・・・・ １点 
○ 表 彰 式 ： 平成２８年１月２５日（月） 栃木県庁昭和館正庁 
 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.pref.tochigi.lg.jp/f02/work/shoukougyou/chitekishoyuuken/tmark_index.html 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 



 

栃木県 
機関名 栃木県 

部署名 産業労働観光部工業振興課 

電話連絡先 028-623-3198 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン力強化事業 平成２２年度 ５７０千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

１．ものづくりデザイン塾 
県内中小企業者を対象とした全４回の連続講座を開催し、講義と演習を通してデザインを活用した商品開発

の実践的な能力の習得を図る。 
 

 ○ 期  日 ： 平成２７年１１月６日（金）、１１月２５日（水）、１２月１６日（水）、 
平成２８年１月１４日（木） 

 ○ 場  所 ： 栃木県庁本館会議室 
○ テ ー マ ： 第１回 デザイン・商品開発の基礎、これから未来予想 

         第２回 商品案の仮説づくり 
         第３回 商品案のアイデア発想、商品案の企画の完成 

第４回 市場のデザイン、プレゼンテーションとまとめ 
○ 講  師 ： 株式会社クルー 代表取締役 馬場了 

 ○ 参加人数 ： 県内中小企業者 ５社９名（企業経営者、開発担当者等） 
 
 ＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.pref.tochigi.lg.jp/f02/work/shoukougyou/chitekishoyuuken/dezain-zyuku.html 
 
２．デザイン・意匠権セミナー 

県内中小企業者等を対象とした講演会を開催し、商品開発におけるデザイン活用や、模倣品対策・商品デザ
インの権利保護のための意匠権活用の重要性に対する意識の向上、知識の習得を図る。 

 
○ 期  日 ： 平成２８年２月 
○ 場  所 ： 栃木県庁本館会議室  
○ 内  容 ： デザイン及び意匠権の基礎・重要性についての解説から事例紹介を交えた具体的な活用方

法までの講義（二部構成） 
○ 講  師 ： デザイナー、弁理士 各１名 

 ○ 参加人数 ： 県内中小企業者等 ５０名程度 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 
 



群馬県 
機関名 群馬県 

部署名 産業経済部工業振興課 

電話連絡先 027-226-3352 

事業名 開始年度 全体予算額 

グッドデザインぐんま商品選定事業 平成５年度 １，４２６千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

［内 容］ 
デザインに対する理解と関心を高め、地域の産業振興と個性的で豊かな県民生活を目指し、県内の優れた工業製品

を「グッドデザインぐんま商品」として選定・推奨する。 
 
［応募資格］  

県内でデザインされた工業製品であって、県内で製造又は販売がされていること。ただし、販売業者が応募者となる場
合は自社開発商品、又は製造業者の応募承認を得たものに限る。 
 
［募集期間］ 
 平成２７年８月３日（月）～９月３０日（水） 
 
［現品審査会］ 

平成２７年１１月６日（金） 
 
［選定結果］ 

選定数：４９点（３６企業） 
 
［ 賞 ］ 
 大賞１点、優秀賞２点、奨励賞２点 
 
［展示会］ 
 「グッドデザインぐんま商品展示会」 
  会期 平成２８年２月５日（金）～８日（月） 

会場 けやきウォーク前橋（前橋市文京町） 
内容 平成２７年度グッドデザインぐんま商品の展示（初日に表彰式を開催） 
 

    
   平成２７年度大賞商品             平成２６年度大賞商品 
 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001588.html 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 
 



埼玉県 
機関名 埼玉県産業技術総合センター 

部署名 事業化支援室 

電話連絡先 ０４８－８８５－１３２５ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

次世代型ものづくり開発支援事業  平成２６年度  ３４，３４０千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

【事業目的】 
 新製品開発を目指す企業に対し、製品開発プロデューサーによる商品化、デザイン企画から製品化・販路開拓ま
での一気通貫支援を実施する。 
 これにより、地域経済を牽引するリーディングカンパニーを輩出し、次世代産業分野への参入促進、新産業の創
出を図る。 
【事業内容】 
 新製品開発による新規ビジネスの展開などを行う企業を支援するため、外部専門家を「製品開発プロデューサー」
として産業技術総合センターに配置し、商品企画から試作開発、販路開拓までを一気通貫支援し“売れるものづく
り”を推進する。 
 支援の概要は、商品企画や製品開発などの経験豊富な外部専門家、デザイナー等の知見、産業技術総合セン
ターのシーズや３Ｄ関連機器・技術等を活用し、中小企業の新たなビジネス展開のための新製品開発を進める。 
○ 外部専門家の活用による製品開発支援 
 ・外部専門家を製品開発プロデューサーとして配置   
 ・商品化計画から製品開発、販路開拓まで一気通貫で支援 
 ・開発に係る専門家、デザイナー等による支援 
○ 試作支援（例） 
 ・３Ｄプリンタによる試作 
 ・SAITEC 保有機器の活用による分析・測定 
 ・SAITEC のシーズを活用した支援など 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
 http://www.saitec.pref.saitama.lg.jp/consult/info/jisedaikigyo27.html 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続事業として実施する予定 

 



埼玉県 
機関名 埼玉県産業技術総合センター 

部署名 事業化支援室 

電話連絡先 ０４８－８８５－１３２５ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

 ものづくりの基本構想から事業計画までの企画デザイン実践講座  平成２６年度  ３００千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

【事業目的】 
 埼玉県内の中小企業は優れた開発案件（新商品開発や自社技術を生かした新事業開発等）を有しながら
も、資金、人材ともに不足し、開発案件を具現化することが難しい状況にあります。本講座は、売れるモノづくりのた
めのマーケティング、デザイン開発等を学習、実践指導し、受講終了後には開発費の獲得のために各種補助金獲
得を目指します。また、売上、利益確保ができる新商品や新事業の販売戦略を学習し、開発商品のための営業
活性化に貢献します。 
 
【事業内容】 
   平成 27 年 7 月 17 日（金）、27 日（月） 
        8 月 19 日（水） 
        9 月 1 日（火）、16 日（水）、30 日（水）   
   全 6 日間  
   1 日  事業構想  自己紹介・マーケティングの基礎 、３Ｃ+Ｍ、ＳＷＯＴ分析、事業 
            ドメイン、ロードマップ 
   2 日  事業戦略    課題発表（市場調査、競合調査）、４Ｐについて、ＵＳＰと顧客設定 
             事業戦略 
    3 日  商品戦略    課題発表（ＵＳＰと顧客設定の整合）商品戦略シナリオ 、商品戦略 
            シート作成  
   4 日  販売促進    顧客心理、イベント企画 、アクションシート 、成果発表  
   5 日  知財戦略  知的財産権全般、ＩＰＤＬ検索方法 、意匠登録・商標登録 、知財戦 
            略シート作成 
   6 日  補助金活用術  課題発表（商品戦略シート）、補助金の種類 、補助金申請のポイ 
                        ント、補助金申請事  
     講師  姫野裕基 氏 （公社）埼玉デザイン協議会ひめの企画代表 中小企業診断士 
       平山裕嗣 氏 （公社）埼玉デザイン協議会 ヤヨイ広告企画株式会社  
          山岡和彦 氏 （公社）埼玉デザイン協議会 NEC 株式会社 
          峯 唯夫 氏  特許業務法人 レガート知財事務所  
  参加企業 6 社 12 名 
  共催  埼玉県産業技術総合センター   
     （公社）埼玉デザイン協議会 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.saitec.pref.saitama.lg.jp/semina/sonota/150717_monodesign.html 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続事業として実施する予定 
 



千葉県 
機関名 千葉県 

部署名 商工労働部産業振興課 

電話連絡先 043-223-2778 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン戦略によるブランド力強化事業 平成 19 年度  3,394 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

県内中小企業等事業者のデザイン戦略を支援し、商品や地域のブランド力を高めるデザインの活用支援や、地
域に分散する魅力をパッケージ化した販路支援のため、「デザイン戦略によるブランド力強化事業」として、以下の事
業を実施。 
 
 デザイン実践力強化のためのセミナー事業 

商品のブランド力を高めるため、商品開発全体（マーケティング、設計・開発、販路展開等の各段階）を俯
瞰したコンセプトデザインを意識した、実践的なセミナーを開催する。 
（平成 27 年度開催実績：4 回） 
【実施例】「～起業家のためのデザイン活用術～デザインでビジネスを加速させる」 
平成 27 年 10 月 4 日 幕張メッセ国際会議場 2 階 中会議室 201 
講師：株式会社ノイエデザイン 代表 熊谷淳一氏 

（グラフィックデザイナー・販促コンサルタント） 
参加者数：29 名 
 

 ローカルデザイン確立によるブランド力強化支援事業（平成 27 年度より実施） 
県内の各地域における地域資源（特産品など）をデザインの力で活性化するため、地域単位で、専門家に
よるワークショップ若しくはデザインプロトタイプ（試作品）の作成補助を実施することにより、地域オリジナルの
デザイン（ローカルデザイン）を確立し、地域ブランド力強化を目指す。 
（平成 27 年度実績：受援地域グループ 3 件） 
【実施例】八街生姜ジンジャーエール（ボトルタイプ）のパッケージラベル及び店頭に飾るタペストリーのデザイン 

 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.pref.chiba.lg.jp/sanshin/design/seminar.html 
 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続して実施（一部変更点等あり） 
 
 

 



東京都 
機関名 東京都立産業技術研究センター  

部署名 事業化支援本部 システムデザインセクター 

電話連絡先 ０３‐５５３０‐２１８０ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

ブランド確立実践ワークショップ①②③④  平成１４年度  － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

都内中小製造企業・サービス業を対象に「商品企画」「販売促進企画」「マーケティング」を実践的に学ぶ、連続
ワークショップです。 
 
●企業・デザイナー向けセミナー 
①「企画基礎講座」全３回 勝てるアイデアの出し方や、 

育て方、必須要素を抑えた企画書の書き方を学びます。 
 
●企業向けセミナー 
②「商品企画講座」全９回 マーケティングや知的財産の基礎から，デザイン思考の商品企画立案、試作，プレ

ゼンテーションまで一連のプロセスの実践を通して自社の製品・商品開発力向上を目指します。 
③「販売促進企画講座」全１４回 開発製品の出口戦略として販売促進がますます重要になっています。本講

座では、自社商品の良さを出し、どんなツールに表現するのかを軸に販売促進企画の一連の流れを学びます。 
 
●デザイナー向けセミナー 
④「マーケティングデザイナー養成講座」全１７回 おもに企画・マーケティング・コンサルティングに軸足を置きたいフリ

ーランスデザイナー向け。下請デザイナーから脱却するために、事業戦略企画・マーケティングをクライアントのパート
ナーとして、中小企業経営者と一緒に進めていける知識や技術を実践・実地を通して学びます。 

【期日】毎年７月～２月 
【場所】東京都立産業技術研究センター本部 
【講師】計１２名（都産技研登録エンジニアリングアドバイザー、他）＋都産技研のデザイン担当研究員 
【定員】各講座１５名程度 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
https://www.iri-tokyo.jp/gaiyo/soshiki/design/index.html 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 



東京都 
機関名 東京都立産業技術研究センター  

部署名 事業化支援本部 システムデザインセクター 

電話連絡先 ０３‐５５３０‐２１８０ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

オーダーメード開発支援・セミナー  平成７年度  － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

●オーダーメード開発支援 
 型通りの依頼試験ではなく、企業の事情に合わせ戦略やマーケティングに即した企画書作成、新商品開発、デザ
イン開発、プロモーション設計、販売プロセスに対応したツール開発（チラシ、ラベルシール、ポスター、web 用ページ
レイアウト、映像編集）を行います。 
 
●オーダーメードセミナー 
都内中小企業・サービス企業等の商品企画力、商品開発力の向上のために、通常行う集合セミナーや講習会で
はなく、一企業、一団体（組合）単位で行う産業人材育成セミナーです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 



東京都 
機関名 東京都 

部署名 産業労働局商工部創業支援課 

電話連絡先 ０３－５３２０－４７６３ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン導入・活用支援事業  平成１６年度  13,153 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

東京の有力な地域資源である民間のデザイン人材を最大限活用した、中小企業のためのデザイン支援策を実
施することで、中小企業の個性化、差別化、高付加価値化を推進していく。 
 

１ デザイン導入支援事業 
① デザイン導入支援セミナー 

中小企業の企業運営・商品開発へのデザイン導入を促すため、講義形式の中小企業向け無料セミナー
（デザインの機能や導入方法、成果事例紹介等）を実施。 

規模：各回定員５０名、年４回実施。 
② デザインコサルティグ講座 

デザイナーに向けて、中小企業と効果的にデザイン開発を行うために必要となる知識を習得するためのセ
ミナーを実施。 

規模：各回定員３０名、延べ８コマ実施。 
 

２ デザイン活用支援事業 
① デザイン活用ガイド 

デザインの活用方法が分からない中小企業に対し、デザインを活用する上での基本   的な考え方やデ
ザインの有効な活用法などについてのガイドを作成・配布する。 

②デザイン関連事業パンフレット 
都や都関連団体で実施しているデザイン関連の事業を網羅したパンフレットを作成して中小企業に配布

し、周知を図る。 
 

 
 
 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/shoko/design/design.html 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 



東京都 
機関名 東京都 

部署名 産業労働局商工部創業支援課 

電話連絡先 ０３－５３２０－４７６３ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザインコラボ事業  平成２７年度  29,481 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

データベースを核とした中小企業とデザイナーが交流できる場・機会を創出し、様々な段階における「デザイン活用
実践の場」を提供することで、デザイン活用に関心の高い中小企業と、中小企業との協働意欲の高いデザイナーと
の自立的マッチングが生まれやすい環境を整備する。 
 

１ 東京デザイナーデータベース運営事業 
  ①デザイナーデータベースの管理・運営 

中小企業との協働を希望するデザイナーの情報を提供するデザイナーデータベースの管理・運営を行う。 
②デザイナーデータベースの再構築 

利用者である中小企業の利便性向上の観点からサイトの画面構成等の見直し・登録情報の充実を図
り、データベースを再構築する。 

 
 ２ マッチング・フォローアップ事業          

①交流促進事業  
    交流会や、展示会出展、デザイナーツアー（工場見学）等、企業とデザイナーの多様な交流機会を設定す

る。 
②コラボマッチング事業 

    具体的な相談案件を有する中小企業とデザイナーとの商談会を設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/shoko/design/design.html 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 



東京都 
機関名 東京都 

部署名 産業労働局商工部創業支援課 

電話連絡先 ０３－５３２０－４７６３ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

東京デザインコンペティション事業  平成２４年度  31,349 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

提案公募型コンペティション「東京ビジネスデザインアワード」を実施する。 
 

優れた技術力を持つ都内中小企業から「自社保有の高度な加工技術や特殊な素材等」を「テーマ」として募集
する。これに対し、国内のデザイナーから「テーマ」に対応する「技術や素材を活用した新たな商品開発・用途開発」
「技術を活かした新たなビジネスモデル」等を「提案」として募集、専門家による審査を経てテーマ毎に最も優れた提
案を「テーマ賞」として１提案ずつ選定する。 

選定された提案について、提案デザイナーによるプレゼンテーションに基づく最終審査を行い、「最優秀賞」１提
案、「優秀賞」２提案程度を選定・表彰する。「テーマ賞」受賞提案については、デザイン関連イベントでの展示や
ＨＰ等により結果を発信する。あわせて受賞案件の商品化・実用化のフォローも行う。 
 
【商品化事例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
https://www.tokyo-design.ne.jp/award.html 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 



神奈川県 
機関名 産業技術センター 

部署名 技術支援推進部 商品開発支援室 

電話連絡先 ０４６-２３６-１５００（代表） 内線２１３１ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

 デザイン相談事業  平成１８年度  ３,９２８千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
県内中小企業の様々なデザイン課題の解決に役立ていただくために、デザイン相談員（当センターデザイン職員

と、専門デザイナー２名委嘱）で、無料のデザイン相談を行う。 
“魅力あるものづくりのために”、“お客様に選んでいただくために”「デザイン」は有効な手段となることの訴求に努め

ている。 
また、気軽にデザインを理解していただくことを目的に、隔月で、「デザインカフェ」を開催。 

 
【相談日】休祝日を除く毎週月曜日・水曜日と第２、第４金曜日（９：３０～１６：３０） 
【場 所】神奈川中小企業センタービル６階（横浜市中区尾上町５-８０） 

＜ＪＲ関内駅北口から徒歩５分＞ 
【連絡先】Tel：０４５-６３３-５２０４ E-mail：design@ark.ocn.ne.jp 
 

  ←デザインカフェの様子 

 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.kanagawa-iri.jp/tech_supports/product_development/designshien.html 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 
 
 
 
 



神奈川県 
機関名 産業技術センター 

部署名 技術支援推進部 商品開発支援室 

電話連絡先 ０４６-２３６-１５００（代表） 内線２１３１ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

 製品化・事業化支援事業  平成２５年度  １,７７５千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
新製品の開発や新事業創出をめざす県内の中小企業等を対象に、「研究開発」「製品化」「事業化」の各段階

を踏まえ、センターの技術力（技術・デザイン・経営）、専門人材、支援ネットワーク力、設備機器・製品開発室
等の利用を通じて、『売れる商品づくり』を目標に総合的な支援を行う。 
 
■開発の段階に合わせた支援体制 
 ＊事業の申込については、「製品化支援」と「事業化支援」の２つのフェーズに分けて募集を行う。 

 製品化支援 事業化支援 

募集 一般公募 随時受付 

支援内容 確かな基礎研究を踏まえた製品開発 「売れる商品」の仕組みづくり 

支援メニュー 

■技術職員の技術サポート 

■試験分析費、機器利用の一部免除 

■知的財産相談 

■展示会等への出展支援 

■事業化に向けて「事業化支援」も併用可 

■商品企画策定サポート 

■デザイン製作サポート 

■市場調査 

■テストマーケティング 

■販路開拓、企業マッチング 

共通メニュー 

■技術相談／デザイン相談／経営相談 

■商品開発セミナーの受講 

■商品開発ラボの利用   等 

 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.kanagawa-iri.jp/tech_supports/product_development/product_project02.html   

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 
 
 
 
 
 

http://www.kanagawa-iri.go.jp/tech_supports/product_development/designshien.html


神奈川県 
機関名 産業技術センター 

部署名 技術支援推進部 商品開発支援室 

電話連絡先 ０４６-２３６-１５００（代表） 内線２１３１ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

 生活支援ロボットデザイン支援事業  平成２７年度  ４３,５００千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
神奈川県では、「さがみロボット産業特区」において、これまで「重点プロジェクト」における実証実験の支援などに

より、生活支援ロボットの研究開発を支援してきたが、さらに、商品化を促進するため、産業技術センターに３Ｄプリ
ンター等を設置し、これまでの研究開発を通じて重要課題と認識された生活支援ロボットのデザイン支援を推進す
る。 
 
【実施事業】 
１．個別課題解決支援事業 

 特区におけるプロジェクトのうち、中小企業が抱えるデザイン面の個別課題を解決することにより、商品化に向け
た開発期間の短縮が見込まれるものについて、中小企業からの求めに応じ、専門的な立場から助言・指導する
デザイナーを派遣する。 

・実施件数 １０件（１０回まで無料で派遣） 
２．商品化促進モデル事業 
  特区におけるプロジェクトのうち、早期に商品として県民に提供することが求められる生活支援ロボットについて、

個別課題ではなくデザイナーによる総合的な支援を必要とする中小企業を対象に、ロボットの商品コンセプト創り
から製品の完成度を高める一連の総合的業務をデザイナーに委託し、短期間での商品化を実現する。 

・実施件数  １件（委託費２００万円以内） 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.kanagawa-iri.jp/tech_supports/product_development/robot-design_2015.html   

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 
 
 
 
 
 
 
 



神奈川県 
機関名 産業技術センター 

部署名 技術支援推進部 商品開発支援室 

電話連絡先 ０４６-２３６-１５００（代表） 内線２１３１ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

 デザインセミナー・フォーラム  平成２１年度  － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
①ものづくり技術経営セミナー（商品企画セミナー） 
 期間：2014 年 6 月 27 日～7 月 18 日（全４回）＊今年度（2015 年）は年明け開催予定 
 内容：ユーザーの本質的要求に応える、新たな商品・サービスの創出を目指して 
    『EXPERIENCE VISION「ビジョン提案型デザイン手法」を学ぶ』 
 講師：高橋 克実 氏（株式会社ホロンクリエイト 代表取締役） 
    早川 誠二 氏 (NPO 法人人間中心設計推進機構 事務局長) 
    山崎 和彦 氏 (千葉工業大学工学部デザイン科学科 教授) 
    上田 義弘 氏（富士通デザイン株式会社 代表取締役社長） 
http://www.kanagawa-iri.jp/2014/06/mod_seminar2014.html 
 
②デザインフォーラム 
 期間：2015 年 10 月 29 日（「神奈川県ものづくり技術交流会」内の開催） 
 内容：県内ものづくり中小企業にデザイン活用の啓蒙・普及、ものづくり企業とデザイン事業者の 
    交流を目的としたデザインフォーラムを実施。 
 内容：【デザイン】次世代ものづくりフォーラム「ロボット×デザイン×経営」 
  基調講演：近藤 玄大 氏（イクシー株式会社 代表取締役） 
      松崎 良太 氏（きびだんご株式会社 代表取締役） 
http://www.kanagawa-iri.jp/2015/09/design-forum_2015.html 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 

 



神奈川県 
機関名 横浜市工業技術支援センター 

部署名 横浜市経済局中小企業振興部工業技術支援センター 

電話連絡先 045-788-9000 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

産業デザイン支援事業  平成６年度  11,535 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

(1) デザイン相談 
中小企業からの相談に対し、当センターのデザイナーが現地を訪問し、課題解決方法を提案します。 

対象分野：ウェブデザイン、グラフィックデザイン、プロダクトデザイン、等 
対象者：横浜市内の中小企業 
利用料金：無料 

(2) デザイン調製 
企業から依頼を受け、当センターのデザイナーが製品・パンフレット・パネル等のデザインを行い、中小企業の販路

開拓、販売促進等を支援します。 
対象分野：グラフィックデザイン、プロダクトデザイン 
対象者：市内中小企業、市内大企業、市外企業 
利用料金：有料（企業の規模により、手数料が異なります。） 

(3) デザイン産学 
自社の技術・製品・商品等の新たな展開を考えている横浜市内の中小企業が商品企画テーマを提示し、それに

対し、デザイン系教育機関の学生が自らの感性や発想等の強みを活かして商品企画を提案する事業を実施してい
ます。 
(平成26年度実績) 
取組期間：平成26年４月～12月 
取組数：６テーマのプログラムを実施（６企業、５教育機関） 

(4) デザインセミナー 
デザイン相談事業の一環として、製造業を中心とした市内中小企業を対象に、販売促進活動へのデザインの活

用方法などを紹介し、参加企業が抱える販促関連の課題に対するデザイン相談会を行うセミナーを実施していま
す。 
(平成26年度実績) 
テーマ：「売るための販促戦略とデザイン」 
    「中小企業経営に役立つデザイン力」 
実施回数：２回 
参加者数：延べ40名 

＜事業に関する情報が掲載されているサイトURL＞ 
http://www.city.yokohama.lg.jp/keizai/shien/sien-c/design/ 

次回実施予定及び評価 

平成28年度も継続して実施予定 
 

http://www.city.yokohama.lg.jp/keizai/shien/sien-c/design/


神奈川県 
機関名 川崎市 

部署名 経済労働局次世代産業推進室コンテンツ産業担当 

電話連絡先 ０４４－２００－０１６８ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

産業デザイン振興育成事業  平成４年度  ７９４千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

① かわさきデザインフォーラム 
各分野で活躍している方を講師に招き、デザインを切り口にしたテーマによる講演会を開催するとともに、参加者相
互のビジネス交流・情報交換の場を提供するデザインフォーラムを開催した。 

通算 

回数 
開催日 テーマ 講師 参加人数 

102

回 

平成２６年 

７月２８日 

『売れるパッケージの作り方』 

～自社製品を持つ中小企業の方へ 

パッケージデザインの基本講座～ 

株式会社プラグ 

アカウント・エグゼクティブ 

代表取締役社長 冨澤 慈人 氏 

５２名 

103

回 

平成２６年 

９月３日 

『中小企業のためのブランデングデザイン』 

～「良さ」を伝える手段としてのブランド戦略～ 

株式会社エイトブランディングデザイン 

代表／ブランディングデザイナー 

西澤 明洋 氏 

５８名 

104

回 

平成２７年 

１月２７日 
3D プリンタの本当に新しいモノづくり』 

慶應義塾大学環境情報学部 

准教授 田中 浩也 氏 
１７６名 

105

回 

平成２７年 

２月１６日 

『社会を創るデザイン』 

～ピープルデザインの目指すもの～ 

NPO 法人ピープルデザイン研究所 

代表理事 

有限会社フジヤマストア／ネクスタイド・エヴォリ

ューション代表 

須藤 シンジ 氏 

５９名 

②商品化支援事業 
市内中小企業の自社ブランド製品の商品化等に向けた活動に対し、デザイナー等の外部専門家を派遣し、商品
化から販路開拓までの支援を行った。 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.city.kawasaki.jp/jigyou/category/79-29-3-0-0-0-0-0-0-0.html 

次回実施予定及び評価 

平成２７年度も継続して実施。 
平成２８年度以降は「かわさき産業デザインコンペ」等と統合し、実施予定 
 
 

 



神奈川県 
機関名 川崎市 

部署名 経済労働局次世代産業推進室コンテンツ産業担当 

電話連絡先 ０４４－２００－０１６８ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

産業デザインコンペ事業 平成８年度  ５，３６７千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

市内企業等の協賛（デザイン課題提出）により応募作品の実現化・商品化を目指した産業デザインコンペを実
施するとともに、産業デザイン普及啓発イベントとしてデザインフェアを開催した。 
①かわさき産業デザインコンペ２０１４ 

・ テーマ 「作法を変える、内でも外でも」 
・ 課題 Ａ オフィスで使用する移動可能なパーティション 

   Ｂ 犬の散歩用マナーセットを収納する専用ハンディバッグ 
   Ｃ 一体型花立香炉 
   Ｄ 超硬合金の「重さ」と「硬さ」の素材特性を活かした新しい用品 
   Ｅ クリエイティブマインドを刺激するデスク 
   Ｆ 壁掛け用植物ラック 
   Ｇ 旋盤加工が産み出す新しい用品 

・ 応募点数 １７１点  入賞作品数 １０点 
・ 高校生部門 

 テーマ 「家でも街でも、生活を楽しく変えるモノ」 
 応募点数 １０１点  入賞作品数 ９点 

②第２６回かわさきデザインフェア 
・ 期日・会場 平成２７年１月２７日 川崎市産業振興会館ホール他 
・ 内容 かわさき産業デザインコンペ２０１４ 最終（公開）審査会・表彰式 
・ 第１０４回かわさきデザインフォーラム（講演会） 
・ かわさき産業デザインコンペ入賞作品展示 
・ 参加人数 １７６名 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.city.kawasaki.jp/jigyou/category/79-29-1-0-0-0-0-0-0-0.html 

次回実施予定及び評価 

平成２７年度も継続して実施。 
平成２８年度以降は「産業デザイン振興育成事業」と統合し、実施予定 
 
 
 

 



新潟県 
機関名 新潟市役所 

部署名 経済部企業立地課 

電話連絡先 ０２５－２２６－１６８９ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

“がたまる”アイデアソン・ハッカソン ２６ 年度  
１，０００千円 
（２７年度）  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

○ Ｈ２６・２７年度と２回開催。下記はＨ２７開催時の内容。 
 
１ 目的  市オープンデータ広報(地域ﾃﾞｰﾀ利活用ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ活用)及び ICT・デザイン産業，ベンチャー活性化，学

生の地元企業への就職促進を目的にアイデアソン・ハッカソンを開催。 
 
２ 構成  キーノート・アイデアソン H27.11.28(土) ／ ハッカソン H27.11.29(日) 
 
３ 規模  ９７名（ＩＴエンジニア・プログラマー，デザイナー，クリエイター，学生など） 
 
４ 会場  第一部 旧大和百貨店 ３Ｆ 特設会場 
      第二部 プラーカ３ ３Ｆ 富士通コミュニケーションサービス㈱ﾘﾌﾚｯｼｭﾙｰﾑ 
 
５ テーマ  皆でつくる新潟の“〇〇どころ” 
 
７ 外部招聘講師等 
 ⑴ キーノート 石戸奈々子氏(NPO 法人 CANVAS),石川竜太氏(ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ),佐藤裕美氏(伝統工芸士) 
 ⑵ メンター  関治之氏(Code for Japan),山田道也氏(Code for Niigata) 
 
８ 併設イベント等 

○ 家族連れも参加可能な手型ｱｰﾄ体験(佐藤裕美氏)・マッピングパーティ(Code for Niigata) 
 ○ ユーストリーム配信,参加者の一体感醸成を目的とした T ｼｬﾂ・ｽﾃｯｶｰなどのノベルティ 
 
９ 実施主体   主催：新潟市・NPO 法人 ICT えちご応援隊・信越情報通信懇談会 
         協力：Code for Japan,Code for Niigata,富士通ｸﾞﾙｰﾌﾟ,総務省信越総合通信局 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.city.niigata.lg.jp/business/kigyo/sokushinho/shien/ideat-hack2015.html 

次回実施予定及び評価 

Code for Niigata の誕生,ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ地域ﾃﾞｰﾀ利活用ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築等,一定の成果はあったものの, ICT・デザイ
ン産業,ベンチャー活性化，学生の地元企業への就職促進という本来の目的については評価がしにくいなどの課題も踏ま
え,また,ｺｽﾄ面の検証も実施のうえ次回実施について検討する。  

http://www.city.niigata.lg.jp/business/kigyo/sokushinho/shien/ideat-hack2015.html


新潟県 
機関名 公益財団法人にいがた産業創造機構 

部署名 経営支援グループ 市場開拓チーム 

電話連絡先 025-246-0044 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

「百年物語」プロジェクト推進事業  平成 15 年度  9,000 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

概 要： 
新潟発の国際ブランド構築プロジェクト「百年物語」を推進し、本県生活関連産業の商品企画・開発力の向

上、欧米を中心とした海外及び国内における市場開拓を進めるもの。 
 
実施機関： 

(公財)にいがた産業創造機構 
 
平成 27 年度事業概要： 
（１）商品開発 
   外部からデザイン専門家を招聘し、「生活を進化させる道具」をテーマに、参加企業 12 社とのデザインミーティ

ングを通して、商品開発を行う。 
（２）プロモーション 
  ・ドイツで開催される世界最大の消費財見本市「アンビエンテ・メッセ・フランクフルト 2016」への出展。 
  ・国内で開催される見本市「インテリアライフスタイル東京」への出展 
  ・日本語・英語でのホームページ制作 
（３）販路開拓・拡大 
   国内百貨店催事等への出展 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.nico.or.jp/hyaku/ 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度実施については、現在検討中。 

 



新潟県 
機関名 公益財団法人にいがた産業創造機構 

部署名 経営支援グループ 市場開拓チーム 

電話連絡先 025-246-0044 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

ねくすと創造塾  平成 24 年度  165 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
概 要： 

県内生活関連産業の次代を担う人材育成を目的に、自社の特性を踏まえた商品開発のための 
ノウハウ取得を目指して講座を開催するもの。 

 
実施機関： 

(公財)にいがた産業創造機構 
 
内 容： 
・商品プランナー育成コース：マーケティング戦略や商品プランニングを学ぶワークショップ 
・商品マネージャー育成コース：商品開発や商品デザインを学ぶワークショップ 
・市場マネージャー育成コース：ブランド構築方法や流通開発について学ぶワークショップ 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
 https://www2.nico.or.jp/service/4099/  
（平成 27 年度募集案内のページ） 

次回実施予定及び評価 

 
平成 28 年度も継続して実施予定 
 
 
 

 



新潟県 
機関名  公益財団法人にいがた産業創造機構 

部署名  経営支援グループ 市場開拓チーム 

電話連絡先  025-246-0044 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

 ニイガタＩＤＳデザインコンペティション２０１６  平成２年度  6,182 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
概 要： 

生活市場に向けた「新しい商品」及び「新しいシステム」を県内企業等から募集し、作り手視点(デザイナー)・売
り手視点(流通)・買い手視点(情報)の３分野の第一線で活躍する審査委員が審査・評価を行うコンペティショ
ン。 
 
実施機関： 

(公財)にいがた産業創造機構 
 
平成 27 年度開催概要： 

応募期間：平成 27 年９月１日～平成 28 年１月 29 日 
審  査：平成 28 年３月２日 

 表彰式等：平成 28 年３月３日 
 一般公開：平成 28 年３月３日～３月４日 
 会  場：アオーレ長岡(新潟県長岡市) 
 審査委員：審査委員長／豊口 協氏(長岡造形大学名誉教授) 

副審査委員長／土居輝彦氏(㈱ﾜｰﾙﾄﾞﾌｫﾄﾌﾟﾚｽ編集局長＆mono ﾏｶﾞｼﾞﾝ編集ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ) 
       審査委員／野口正幸氏(㈱三越伊勢丹ギフト・ソリューションズ取締役営業部長) 
       審査委員／宮武 滋氏(㈱東急ハンズ執行役員ＭＤ企画部長) 
       審査委員／ムラタ・チアキ氏(㈱ハーズ実験デザイン研究所代表取締役) 
       審査委員／山田節子氏(㈱松屋ＭＤ戦略室東京生活研究所アドバイザー) 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続して実施予定 

 









長野県 
機関名 観光部 

部署名 信州ブランド推進室 

電話連絡先 ０２６－２３５－７２４７ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

信州ブランドフォーラム  平成１６年度  
県負担金 

３００千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
産・学・官が協働して信州ブランドの構築を目指し、ブランドづくりへの施策や知識の普及・啓発を図るために開催す
る。 
 
開催時期：毎年１１月中旬 
開催場所：長野市内 
参加人数：約３００人 
実施団体：信州ブランドフォーラム開催実行委員会 
    （長野県デザイン振興協会、長野県、(一社)長野県経営者協会、(一社)長野県商工会議所連合会、

長野県中小企業団体中央会、長野県商工会連合会、信州大学、長野大学） 
実施内容：信州ブランドアワードの発表・表彰、講演、パネルディスカッション等 
      ※「信州ブランドアワード」：長野県の特質を活かしたブランドの選定・表彰 
 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.ndpa.jp/brand_award 

次回実施予定及び評価 

 
県内のブランドの育成を目指し、今後も継続して実施する。 
 
 
 

 



長野県 
機関名 長野県工業技術総合センター 

部署名 環境・情報技術部門 

電話連絡先 0263-25-0790 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

地域資源製品開発支援センター事業 平成 20 年度  13,549 千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

地域資源製品の高付加価値化を効果的に支援するため、工業技術総合センターにおいて、「地域資源製品開発支
援センター事業」を推進し、民間出身の総合プロデューサーが中心となって感性価値を高めたデザインを活用した商品
化への支援を行う。 
＜主な事業内容＞ 
（１）総合プロデューサーによる監修 
民間企業において多くの商品開発経験・実績を有する人材を「製品開発総合プロデューサー」として配置し、製品開
発の初期から商品化までを総合的に監修し、効果的な支援を図る。 
（２）デザイン活用への支援機能 
デザイン活用に関する専門知識を有する支援員を配置し、多種多様なデザイン支援ニーズへの対応強化や開発製品
のＰＲ支援を行う。 
（３）新製品開発プロジェクトの推進 
製品化の相談内容に応じたプロジェクトチームを編成し、デザイナーなどの専門家の助言指導を得ながら、魅力的な地
域資源製品の開発を進める。 
（４）新製品開発塾の開催 
中小企業等を対象とした新製品開発塾（ワークショップ）を開催し、地域資源を有効活用した製品企画・構想の策
定支援を行う。 
 
【商品化事例】 
 

 

 

 

 

 

 

＜事業に関する情報が掲載されているサイトURL＞ 
http://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/joho/chiikishigen/ 

 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続実施 
  

ろくろスピーカーⅡ 生物顕微鏡「Ｘ-ＬＡＢＯ」 



 
 

静岡県 
機関名 経済産業部商工業局 

部署名 地域産業課 

電話連絡先 ０５４－２２１－２８１２ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

「グッドデザインしずおか」選定事業 平成５年度 ２，２３７千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
 静岡県内の中小企業等の製品開発の取組について、そのデザイン性や市場性が優れた製品を選定、奨励するこ
とにより、企業、開発担当者、デザイナー等のものづくりに対する意欲・認識の向上を図り、さらに企業はもとより県民
全体のデザイン意識の向上と浸透を図ることを目的とする。 
 
募集対象 : 県内の中小企業等が開発又は生産している製品 
募集期間 : 毎年６～７月 
選定方法 ： 大学教授、デザイナー、流通専門家等の 10 名以内で構成される審査会を設置し、一次審査、二

次審査を行い決定 
審査日程 : 一次審査（書類）             ８月下旬 

二次審査（現物審査及び質疑応答）     10 月中旬 
 
表 彰 ： 大賞（知事賞） 総合的に評価が高いもの 

ユニバーサルデザイン賞 使いやすさ・安全面・環境に配慮していると評価されたもの 
マネジメント賞 製品化の過程でデザインを戦略的に活かしていると評価されたもの 
文化賞 伝統文化や地域文化の魅力が表現されていると評価されたもの 
技術賞 技術や素材の改良・開発がなされていると評価されたもの 
奨励賞 審査員の評価が高いもの 
計 12 点程度 
 

支 援 等 ： ・審査員との意見交換会 
・流通アドバイス会（販路開拓等について専門家との個別面談方式相談会） 
・選定製品紹介パンフレット、静岡県ホームページでの紹介 
・県庁等での展示 
・首都圏で開催される展示会（東京インターナショナルギフトショー）への出展 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-560/chiikisangyo.html 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度も継続して実施予定 



 
 

静岡県 
機関名 経済産業部商工業局 

部署名 地域産業課 

電話連絡先 ０５４－２２１－２８１２ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン情報サービスシステム設置事業 平成 13 年度 3,795 千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
■デザイナーバンク 
 県内のデザイナー（グラフィック、プロダクト、アパレル、テキスタイル等）の情報をデータベース化して、ホームページ
上に公開し、検索できるシステム 
 登録件数 ； 105 件（平成 27 年 10 月末現在） 
 
■デザインライブラリの整備・閲覧・貸出 
 工業技術研究所所蔵出版物（書籍、雑誌、ビデオ等）の情報をデータベース化し、ホームページ上に公開。閲
覧・貸出も可能 
 所蔵出版物 ； 約 2300 点 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.iri.pref.shizuoka.jp/dis/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

 
 

平成 28 年度も継続して実施予定 
 
 



 
 

静岡県 
機関名 経済産業部商工業局 

部署名 地域産業課 

電話連絡先 ０５４－２２１－２８１２ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

工業技術研究所実施事業 平成 13 年度 8,206 千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
 ■研究開発 
   ユニバーサルデザインに配慮した製品開発や、ＣＡＤ／ＣＧなどを利用したプロダクト・グラフィックデザイン開発を企

業等と共同で行っている。 
 
 ■ 技術指導・相談 

技術指導・相談件数：約 1820 件（H26 年度） 
 

 ■デザイン開発総合支援システム（H27 更新）の開放利用 
利用件数 ： 約 200 件（H26 年度） 

   ＤＴＰ支援システム、プレゼンテーション支援システム、３次元支援システム 
プリンタステーション 

 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.iri.pref.shizuoka.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

 
 

平成 28 年度も継続して実施予定 
 
 



 
 

静岡県 
機関名 経済産業部商工業局 

部署名 地域産業課 

電話連絡先 ０５４－２２１－２８１２ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

使用者育成ワークショップ事業 平成 27 年度 1,388 千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
 平成 27 年度に更新した「デザイン開発支援システム」について、三次元 CAD の活用方法に関するワークショップ
を開催し、県内の中小企業等の技術の向上を図り、より高度な製品開発につなげる。 
 
開催時期 : 11 月、２月頃 
 
募集人数 : 県内の中小企業等 10 名（先着順） 
 
内容 (例 ) ： １日目 基本的な使用方法、簡単な幾何学形状の作成等 

２日目 自由曲面を使用した形状の作成、３Ｄプリンタ出力用データの作成等 
３日目 プレゼン等に使用する色調補正、印刷原稿に使用するデータの作成等 

 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.iri.pref.shizuoka.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

 
 

平成 28 年度も継続して実施予定 
 
 

 

 



 
 

静岡県 
機関名 経済産業部商工業局 

部署名 地域産業課 

電話連絡先 ０５４－２２１－２８１２ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザインマッチング事業 平成 27 年度 718 千円 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
 静岡県内中小企業等におけるデザインを活用した高付加価値の製品づくりを支援するため、デザイン活用法等を
テーマとする講演会及び企業とデザイナーをつなぐマッチング交流会を開催する。 
 
募集対象 : 県内に生産・開発拠点がある中小企業、地場産業・伝統工芸品生産者等 
 
募集人数 : 県内で活動しているデザイナー 約 30 名 

県内に生産・開発拠点がある中小企業等 約 30 名 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.iri.pref.shizuoka.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

 
平成 28 年度も継続して実施予定 

 

 



静岡県 
機関名 静岡市 

部署名 経済局商工部産業振興課地場産業係 

電話連絡先 （０５４）２８１－２１００ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

ニューウェーブ「しずおか」創造事業 平成２０ 年度  ６，４３７千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

静岡市の地場産業である家具をはじめとした木製品製造業等の新商品開発を支援しイノベーションを喚起するため、有志

の参加によりプロデューサー指導のもとデザイナーと協働し、デザイン開発を行い、ギフトショー等都内見本市で展示発表し次

代を担う新商品を開発する。 

参加企業 ： 地元木製品製造業等事業所及び職人７者６組 

デザイナー：６者 

事業タイトル： 「つなぐデザイン」 

開 発 品 ： 木製仏壇・小木製品・漆器等計約３０点 

プロデューサー： 日原佐知夫（創造意匠代表） 

展 示 会 ：  「第 80 回東京インターナショナルギフトショー秋 2015」 

（平成 27 年９月４～６日） 他 

 

 

開発商品例                             「ギフトショー」出展風景 

実施団体： 公益財団法人静岡産業振興協会（補助金事業） 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 

http://www.t-messe.or.jp/project 

 
 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度以降も継続して実施予定 

 



静岡県 
機関名 静岡市 

部署名 経済局商工部産業振興課地場産業係 

電話連絡先 （０５４）２８１－２１００ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン振興事業 平成１０ 年度  ２９１千円  

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

地元デザイナー団体と協働し、デザイナー等の提案による展示会を開催し、地元業界がデザイナー、大学、デザインプロジェ

クト等と交流することで振興を図る。 

事業内容 ： ①「静岡のカタチ展 2015 by デザイン静岡」の開催 

（会場）ツインメッセ静岡 北館大展示場 

（「シズオカ［ＫＡＧＵ］メッセ 2015」内） 

（期日）平成２７年６月９～14 日 

②「私のデザインセレクション展」の開催 

（会場）ツインメッセ静岡 １階展示コーナー 

（期日）平成２７年 11 月 27 日～ 

 
「私のデザインセレクション展」風景 

 

実施団体 ： 公益財団法人静岡産業振興協会（補助金事業）・デザイン静岡 

 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 

http://www.t-messe.or.jp/support 

 

 

次回実施予定及び評価 

平成 28 年度以降も継続して実施予定 
 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部経済産業局地域 

 































































愛知県 
機関名 名古屋商工会議所 

部署名 企画振興部 企画・政策グループ 

電話連絡先 ０５２－２２３－５７１３ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

メッセナゴヤ２０１５デザインなんでも無料相談「それは、デザイナーに聞
け!! 

平成２４年度  － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
概  要：国内最大級の異業種交流展示会の場を活用したデザイン無料相談事業 

国内最大級の異業種交流展示会｢メッセナゴヤ２０１５｣会場内にて、地元１３のデザイン団体か
らなる｢中部デザイン団体協議会｣（略称：ＣＣＤＯ）と連携して実施する、各ジャンルのデザイナー
による無料相談。（２４年度より４回目開催） 

利用対象：メッセナゴヤ来場者 
開催時期：平成２７年１１月４日（水）～７日（土） 
開催場所：｢メッセナゴヤ２０１５｣会場内ＣＣＤＯブース 

（名古屋市国際展示場 ポートメッセなごや１号展示館） 
相談費用：無料 
申込方法：現地にて受付 
相談実績：４日間で延べ４３件 
 
 
 
 
 
 

 
中部デザイン団体協議会（Council of Chubu Design Organizations）について： 

愛知県内に事務局を置く１３のデザイン団体で構成されるデザイン団体協議会。1988 年設立。名古屋市
中区栄ナディアパークにある(株)国際デザインセンター内に事務局を置き、同社と協力して中部圏のデザイン振
興事業を展開している。 

 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
平成２７年度開催分 http://www.ccdo.info/archive/47/ 
 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度も継続して実施予定 
 



愛知県 
機関名 名古屋商工会議所 

部署名 企画振興部 企画・政策グループ 

電話連絡先 ０５２－２２３－５７１３ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザインシリーズセミナー それは、デザイナーに聞け!! 平成２５年度  － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
 
概  要：ジャンル別デザインシリーズセミナーの開催 

｢中部デザイン団体協議会｣（略称：ＣＣＤＯ）と連携し実施する、各ジャンルのデザイナーによる
シリーズセミナー。また、各回のセミナー終了後には講師による無料相談会も開催。 
 

利用対象：原則本所会員とする 
開催場所：名古屋商工会議所ビル内 
受講費用：無料 
申込方法：ＦＡＸにて申込 
開催実績：平成２６年度は、環境・省エネ、医療・健康・福祉事業の各分野で計４回開催。延べ受講者数５

４名。 
 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.nagoya-cci.or.jp/event/eventdisp.php?event_id=1412010002 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

平成２７年度は平成２８年２～３月に開催を計画。 
 
 
 
 
 



愛知県 
機関名 名古屋商工会議所 

部署名 企画振興部 企画・政策グループ 

電話連絡先 ０５２－２２３－５７１３ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイン何でも無料相談 平成２５年度  － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
概  要：常時申込み可能なデザイン相談事業 

「新商品を作りたいが、デザインについてどこへ相談すればよいのか分からない」など、デザインに関する
様々な相談に、｢中部デザイン団体協議会｣（略称：ＣＣＤＯ）と連携し、無料で対応する。 

利用対象：原則本所会員とする 
実施場所：原則として名古屋商工会議所ビル内 
相談費用：初回費用は無料。具体的な成果物を求める場合や、デザインをつくり上げていく工程以降は有料（デ

ザイン事務所・デザイナー等との個別の契約）。 
利用方法：①ＦＡＸにて相談の申込み 

②ＣＣＤＯ傘下のデザイナーから、対応可能なデザイナーを選定 
③相談の実施 

相談実績：平成２５年７月３日のサービス開始以降、平成２７年１１月末までに、１９件の相談を実施。 
 
 
 

＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 
http://www.nagoya-cci.or.jp/keiei/sodan_design.html 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

受付は常時実施中（平成２８年度も継続して実施予定） 
 
 
 
 
 
 



愛知県 
機関名 名古屋商工会議所 

部署名 企画振興部 企画・政策グループ 

電話連絡先 ０５２－２２３－５７１３ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

名古屋学芸大学デザイン学科・名古屋商工会議所 
産学協同プロジェクト 

平成２６年度  － 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
概  要：学生のデザイン力を中小企業の商品開発等に活用するマッチング事業 

産学連携の一環として名古屋学芸大学メディア造形学部デザイン学科の学生のデザイン力を名古屋
商工会議所の会員企業、特に中小企業の取り扱う商品に活かし、販売戦略や商品開発に役立てる
ことを目的としたマッチング事業。 
 

利用対象：本所会員とする 
実施場所：名古屋学芸大学メディア造形学部デザイン学科 
費  用：１案件につき、基本２５万円 
利用方法：①電話にて申込み 

②大学側と企業による面談 
③②による契約成立の上、 

制作実施 
申込実績：平成２６年下期よりサービス開始以降、平

成２７年１０月末までに、１０件程度。 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

受付は常時実施中（平成２８年度も継続して実施予定） 
 
 
 
 

 



三重県 
機関名 三重県 

部署名 雇用経済部 中小企業・サービス産業振興課 

電話連絡先 ０５９－２２４－２２２７ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

芸術系大学連携事業  平成２１年度  ― 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
概 要 ： 県内中小企業者等が商品・サービスの開発等に取り組むうえでのデザイン面での課題等について、当

該者からの申請により、芸術系の大学を紹介し、委託契約等の締結までをサポートする。（委託契約
等にかかる費用は申請者負担） 

 
連携大学： 県と連携協定を締結している大学 

・成安造形大学（滋賀県） 
・大阪芸術大学（大阪府） 
・京都造形芸術大学（京都府） 
 

申請時期：随時（受諾の可否は、大学との調整による。） 
 
申請窓口：三重県 雇用経済部 中小企業・サービス産業振興課 
 
 
 
 

次回実施予定及び評価 

今後も継続して実施予定。 
 
 
 
 

 



三重県 
機関名 三重県 

部署名 雇用経済部 地域資源活用課 

電話連絡先 ０５９－２２４－２３３６ 

事業名 開始年度 
補助予算額 
全体予算額 

デザイナー等との連携による新商品の開発支援事業 平成２５年度 
9,600 千円 

（ブランドプロデュース  

支援事業との合算） 

事業概要（事業内容・期日・場所・テーマ・実施団体・講師・参加人数 など） 

 
１ 事業の目的 

伝統産業や地場産業は、ライフスタイルの変化や海外からの安価な輸入品の増大等による需要の低迷や消費の
縮小などの課題に直面しており、その課題解決を図るために、販路を見据えた商品開発、新たな需要拡大へのチャ
レンジ等の取組が求められています。 

そこで、県内事業者とデザイナー等とのマッチング機会を創出するとともに、事業者と消費者の間に立って、商品コ
ンセプト、消費者ニーズを上手く合致させ、より付加価値の高い、現代のライフスタイルにあった新商品の開発を支援
し、大都市圏や海外に向けての販路開拓につなげることを目的としています。 
 
２ 事業内容 
 地域の伝統産業や地場産業に携わる県内事業者とデザイナー等とのマッチング機会を創出し、結成したマッチング
チームごとに、新商品開発、販路開拓につなげるための支援を行います。 
 
３ マッチングチーム数 
 平成２７年度のマッチングチームは４グループ。 

（＊平成２５年度は７グループ。平成２６年度は５グループ。） 
 
４ その他（上記事業の他、商品開発や商品のブラッシュアップなど行った件数） 
 平成２５年度は ７件。 

平成２６年度は１３件。 
 
＜事業に関する情報が掲載されているサイト URL＞ 

平成２６年度の事業報告書 
http://www.pref.mie.lg.jp/CHISHI/HP/designer_renkei/h26hokokusyo.pdf 

次回実施予定及び評価 

平成２８年度は、デザイナーとの連携による新商品の開発支援事業とブランドプロデュース支援事業を１本化し
て実施する予定。 

 

http://www.pref.mie.lg.jp/CHISHI/HP/designer_renkei/h26hokokusyo.pdf
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